
長崎の医療に関わる皆様と、あじさいネットをつなぐ情報誌

（令和3年 8月 26日現在）

● 患者登録数： 140,182 名
● 会員数： 1,698 名
● 情報閲覧施設数： 363 施設
● 情報提供病院数： 37 施設
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● 情報提供病院数： 37 施設

◆ 日本電気株式会社 医療ソリューション事業部

◆ 株式会社ＬＳＩメディエンス

◆ 株式会社ＮＴＴデータ中国

◆ 富士通 Japan 株式会社 長崎支店

◆ 株式会社ディーソルＮＳＰ

◆ 株式会社インテグリティ・ヘルスケア
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《賛助会員様広告欄》

ウェビナー配信会場 ( 長崎県医師会館 ) の様子ウェビナー配信会場 ( 長崎県医師会館 ) の様子ウェビナー配信会場 ( 長崎県医師会館 ) の様子

第 1 部発表（あじさいネットを利用した事例報告）の様子第 1 部発表（あじさいネットを利用した事例報告）の様子第 1 部発表（あじさいネットを利用した事例報告）の様子

第 2 部（シンポジストの発表）の様子第 2 部（シンポジストの発表）の様子第 2 部（シンポジストの発表）の様子

総合討論の様子総合討論の様子総合討論の様子

第９回 あじさいネット研究会

研究会が「医師向け最新医学・医療情報サイト m3.com」にて公開されました！
　前半「https://www.m3.com/news/iryoishin/953238」
　後半「https://www.m3.com/news/open/iryoishin/954108」
※m3.com（https://www.m3.com/）の会員でない方は会員登録 ( 無料 ) が必要です。
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渡部 誠一郎 先生 （わたべクリニック 院長）
病診連携　あじさいネットとの10年

貝通丸 剛 先生 （貝通丸歯科 院長）

あじさいネットを活用した医科歯科連携について
～新指標“PISA”による糖尿病・歯周病治療連携～
　

出口 雅浩 先生 （出口外科眼科医院 院長）
多職種連携を利用した在宅医療の実情と課題

宮﨑 久美 氏 （長崎県看護協会 訪問看護ステーションYOU 訪問看護師）
佐藤 真也 氏 （メディカルネットワーク居宅介護支援事業所 主任ケアマネジャー）
渋谷 まり 先生 （それいゆ薬局 薬剤師）

吉嶺 裕之 先生
地域医療情報ネットワークを活用したオンライン診療

（井上病院 院長）

  あじさいネットの重傷外傷コンサルトにおける有用性
宮本 俊之 先生 （長崎大学病院 外傷センター 准教授）
あじさいネットで問題点を見逃さない！骨髄移植の病院連携
澤山 靖 先生 （長崎大学病院 血液内科 講師）
妊婦さんへの自己管理に役立つ「すくすく」
山﨑 健太郎 先生 （山崎産婦人科医院 院長）
地域医療の問題解決へ向けた当市の取り組みについて
山下 泰成 氏 （西海市役所 保健福祉部 健康ほけん課

 医療政策班 副参事）

第１部：あじさいネットを利用した事例報告

－私のとっておきの使い方－

2021 年 6月 19日（土）開催

あじさいネットが備える
多種多様な機能と最新情報
松本 武浩 先生 
 （長崎大学病院医療情報部 准教授
　　あじさいネット理事）

プロローグ：
あじさいネット全体の
機能説明

第2部 ：シンポジウム・総合討論会
「あじさいネットの様々な価値を多くの医療従事者に知って
  もらい、更なる活用と参加施設を より広げていくには？」

　第9回目となる「あじさいネット研究会」が6月に開催されました。あじさいネットが備える多種多様な機
能と最新情報をお届けし、第1部を「あじさいネットを利用した事例報告」として4名の方々にご発表いた
だきました。第2部では、「あじさいネットの様々な価値を多くの医療従事者に知ってもらい、更なる活用と
参加施設をより広げていくには？」についてシンポジストでの総合討論が行われました。
　今年はZOOMウェビナーを使用した初のオンライン開催となりましたが、223名のご参加をいただき、
盛況のうちに終了いたしました。
　なお、この講演内容は、あじさいネットポータルサイト「AMEC TV会議・ビデオ配信」の中の「医療関連
ビデオ配信」にて後日配信予定としております。研究会へご参加出来なかった方は、ぜひ動画にてご覧く
ださい。
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◆昨年の医療情報学会で発表を聞き、気になって参加させてい
　ただきました。地域連携のより発展した形になっていると思
　い、いろいろ勉強になりました。またの機会を楽しみにしてい
　ます。

◆初めて参加させて頂きました。西海市の動きなど行政が動い
　て下さっており、今後良いモデルケースとなればと思いまし
　た。利用する上でのメリット・デメリットも色々とありますが、多
　職種連携の非常に有効なツールだと改めて思いました。

◆現在、大学院で地域医療ネットワークシステムを研究しており
　ます。実地域医療でネットワークを使っておられる先生方の
　意見をお聞き出来たのは非常に勉強になり、これらのネット
　ワークシステムをどのように運用していくかについて多くの示
　唆を得られました。

◆看取りがあった報告に対して、施設を超えて関係した医療者
　が書き込まれたエピソードに感銘いたしました。情報が連携
　したことで、それまで以上に人と人とがつながっていく様子を
　伺い知ることができました。本当に勉強になりました。素晴ら
　しい取り組みです。拝聴させていただき感謝申し上げます。

◆明治維新は薩摩と長州から、医療ネットワークは長崎県と宮
　城県からと感じました。楽して稼ぎたい医療人も多い中、長崎
　の多くの職種の方は維新の志士のように思えます。生活習慣
　病と診断された患者は、1年で半数が受診しなくなるので、医
　療ネットワークでドラッグストアから再受診を促すような連携
　が出来ればと思います。東京では、まだ志の共有しかできま
　せんが、倒幕の日まで微力ながら協力したいと思います。

◆あじさいネットをお使いになられている全てに共通して「患者
　さんのために」を、強く感じました。今後ともどうぞよろしくお
　願いいたします。

◆本日はありがとうございました。YaDocを利用したオンライン
　診療やPHRで新しい使い方ができるようになったことや、あ
　じさいネットを利用することでどのような判断・説明がなされ
　たかを共有できて、病診間・多職種で改めて聞きだしたり矛
　盾したりすることなく患者さんに対応可能であること、密な連
　携が行われている実際など、どのように使われているか、その
　現状やメリットについてとてもよく分かりました。一方で、コス
　トについての指摘が多くあったのが印象的でした。今後は地
　域限定に限らず国全体でのカルテ共有も出てくるかもしれま
　せん。ぜひともどのような共有のあり方が患者個々人、医療福
　祉保健関係者にとって良いのかその理想像を提示して進め
　ていってほしいです。PHRを活用した臨床研究もとても興味
　があります。

◆長崎県では本ネットワークへの加入率が高く、またオンライン
　診療やPHRとの情報連携など様々な先進的な取り組みが本
　システムを基盤に展開されており事実上の医療・介護のイン
　フラ（医療情報プラットフォーム）として使用されている実感
　を強く感じました。また、周産期の死亡率の低下や、救急医療
　における迅速な手術対応などネットワークの使用によるエビ
　デンスも出つつあるのではないかと思います。是非ともこの
　ネットワークを永続的な仕組みとして残していただくよう診療
　報酬を含めた費用面での手当を強く国や自治体に働きかけ
　ていただくようよろしくお願い致します（個人的な感想ですが
　導入のエビデンスを論文や学会誌にどんどん発信していくこ
　とで客観的な説得力が増すのではないかと思いました）。
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　講演中の音声や映像が途切れる等の問
題が発生し、演者及び視聴者の皆様には
大変ご迷惑をお掛けしまして誠に申し訳
ございませんでした。
　今回の弊室でのオンライン開催が初め
てという事もあり運営に不手際がござい
ました事お詫び申し上げます。
　来年の研究会もWEB配信を併用する予
定としております。その際は皆様にご参
加いただけましたら幸いです。今後と
も、よろしくお願い申し上げます。

４４
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（うち長崎県）
　　（20）
（うち長崎県）
　　（20）

研究会視聴者数　223 名
アンケート回答数 　92 名
研研究究会会視視聴聴者者数数　223 名名
アンケート回答数 　92 名アう

ち

・西海市の取り組み。
・妊婦さんの自己管理ツールすくすく。
・医科歯科連携。
・診療情報の概況や検査データ目標値の共有、生活課題
   の共有や患者本人の気持ち、意見の表明、ACPの寄り
   添いなど。
・当院医師へあじさいネットの活用を促したい。
・オンライン診療、地域連携パス、多職種連携。

50％50％45％45％

 　大変満足した…50％
　 満足した…45％
　 普通…3％
　 やや不満…2％

（記載なし 2 名）

3％3％
2％2％

・多職種連携の充実。
・看護サマリーなどの連携があじさいネット上でできる
　と標準化された患者情報の連携につながると思う。
・患者からもアクセス可能な環境がほしい。自身の診療
　歴、服用歴が確認できるとよい。
・患者様のスマートフォンを介してAppleWatchなどの　
　ウェアラブルデバイスとの連携がすすめば在宅医療で
　も活用ができるのではないかと感じている。
・デジタルデバイドの問題は高齢者を中心に大きな課題
　かと思うので、本人の家族がうまくこのネットワーク
　に参加できるようにしたらより利便性は高まるのでは
　ないかと思う(高齢者の見守りにも応用が可能かと思　
　う)。
・ケアプランの情報、身長体重や栄養状況。
・AIによる診断補助ツールを組み合わせることで希少　
　疾患等の早期診断に繋げられたら素晴らしいと思っ　
　た。
・病病連携の拡大。
・患者が自身の診療情報を参照できる機能。
・全国の医療機関との連携が進むといいと思う。
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ヘルスケアの未来を変えていく。

〒101-8517東京都千代田区内神田一丁目13番4号

臨床検査 ／ 健康診断サポート ／ 診断薬・機器 ／ 
創薬支援 ／ 環境リスク評価 ／ 食の安全サポート ／ ドーピング検査

《賛助会員様広告欄》

松尾恵子 様
(副センター長)
松尾恵子 様
(副センター長)

Member ’ s  Interv iew vol .92長　崎

　
T
V
会
議
を
用
い
た
退
院
時
共

同
指
導
は
、2
0
1
8
年
度
診
療
報

酬
改
定
に
よ
り
算
定
が
可
能
と
な
っ

て
い
ま
す
。当
院
の
退
院
時
共
同
指

導
は
2
0
1
9
年
度
は
1
1
0
件

あ
り
、そ
の
う
ち
あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト

T
V
会
議
は
1
件
の
み
で
し
た
。

2
0
2
0
年
度
の
退
院
時
共
同
指

導
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
も
あ
り
46
件
と
減
少
し
ま
し

た
が
、あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
T
V
会
議

は
9
件
と
増
加
し
ま
し
た
。今
回
、

当
院
の
患
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
に

お
け
る
退
院
時
共
同
指
導
の
状
況

と
T
V
会
議
の
活
用
に
つ
い
て
説
明

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　　　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

拡
大
し
、当
院
で
も
院
外
の
方
の
病

棟
へ
の
立
ち
入
り
、家
族
の
面
会
に

も
制
限
が
か
か
る
状
況
と
な
り
ま

し
た
。当
院
で
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生

し
た
こ
と
も
あ
り
、退
院
支
援
を
中

断
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な
り
、

ま
た
そ
の
後
の
市
中
感
染
拡
大
の

た
め
、
退
院
時
共
同
指
導
を
T
V

会
議
で
と
い
う
在
宅
の
先
生
方
の

依
頼
が
増
え
て
き
ま
し
た
。コ
ロ
ナ

禍
で
も
急
性
期
病
院
と
し
て
で
き

る
だ
け
退
院
支
援
を
止
め
ず
、先
生

方
の
お
申
し
出
に
応
じ
、
対
面
と

T
V
会
議
で
の
退
院
時
共
同
指
導

の
ど
ち
ら
も
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る

よ
う
、部
署
内
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成

を
行
い
ま
し
た
。

　
T
V
会
議
ま
で
の
流
れ
と
し
て

は
、①
在
宅
医
の
先
生
方
と
日
時
を

相
談
し
た
後
、あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
拡

充
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
室
に
T
V
会
議
の

申
し
込
み
を
行
う
。②
必
要
機
材
や

会
議
室
を
院
内
予
約
し
、事
前
に
あ

じ
さ
い
ネ
ッ
ト
拡
充
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

室
の
T
V
会
議
サ
ポ
ー
ト
担
当
の

方
と
テ
ス
ト
接
続
を
行
う
。③
実
際

に
操
作
を
教
え
て
頂
い
た
後
に
会

議
を
実
施
。①
〜
③
の
流
れ
で
実
施

し
、会
議
中
に
も
あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト

拡
充
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
室
の
T
V
会
議

サ
ポ
ー
ト
担
当
の
方
が
入
っ
て
く
だ

さ
る
の
で
、ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
際

も
迅
速
に
対
応
し
て
頂
き
、円
滑
に

T
V
会
議
を
行
う
事
が
出
来
ま
す
。

　
初
め
て
T
V
会
議
を
行
う
ス

タ
ッ
フ
は
、機
器
の
設
定
や
操
作
方

法
に
不
安
を
持
つ
こ
と
が
多
か
っ
た

た
め
、当
院
で
は
T
V
会
議
を
経
験

し
た
ス
タ
ッ
フ
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
よ

う
に
し
、必
要
時
2
名
体
制
で
対
応

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

慣
れ
て
く
る
と
一
人
で
T
V
会
議
を

実
施
し「
思
っ
た
よ
り
難
し
い
こ
と

で
は
な
か
っ
た
」と
思
う
ス
タ
ッ
フ

も
い
る
よ
う
で
す
。他
の
医
療
機
関

で
も
、
連
携
室
等
の
退
院
支
援
ス

タ
ッ
フ
が
ス
ム
ー
ズ
に
T
V
会
議
を

行
え
る
よ
う
、部
署
内
の
協
力
や
サ

ポ
ー
ト
体
制
を
作
る
こ
と
が
大
切

と
考
え
ま
す
。

　　

　
入
院
中
の
患
者
さ
ん
の
退
院
前

の
連
絡
を
行
う
際
、か
か
り
つ
け
の

先
生
に「
あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
で
見
て

た
か
ら
、大
体
状
況
は
分
か
る
よ
。」

と
言
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
、

あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
は
か
か
り
つ
け
の

先
生
と
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
情
報
共

有
で
き
る
ツ
ー
ル
だ
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、退
院
さ
れ
た
患
者
さ
ん
に
つ

い
て
、在
宅
ス
タ
ッ
フ
の
方
が
あ
じ

さ
い
ネ
ッ
ト
の
患
者
メ
モ
に
情
報
を

記
入
し
て
い
た
だ
け
る
場
合
や
、患

者
さ
ん
の
自
宅
生
活
の
画
像
を

送
っ
て
頂
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。入

院
中
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
な

笑
顔
で
ご
家
族
と
過
ご
さ
れ
て
い

る
様
子
を
拝
見
す
る
と
、自
宅
退
院

へ
の
支
援
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
良

か
っ
た
と
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

そ
し
て
、そ
の
様
子
を
入
院
中
担
当

し
て
い
た
主
治
医
や
病
棟
看
護
師

と
も
共
有
で
き
ま
す
。

　　　
現
在
の
T
V
会
議
を
利
用
し
た

退
院
時
共
同
指
導
は
、基
本
的
に
病

院
と
診
療
所
を
繋
い
で
行
っ
て
お

り
、か
か
り
つ
け
薬
局
や
訪
問
看
護

事
業
所
、居
宅
介
護
支
援
事
業
所

な
ど
と
は
ま
だ
T
V
会
議
の
体
制

が
整
っ
て
い
な
い
事
が
多
い
よ
う
で

す
。各
専
門
職
が
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業

所
か
ら
T
V
会
議
に
参
加
で
き
る

よ
う
に
な
れ
ば
、多
職
種
と
つ
な
が

る
事
が
で
き
、さ
ら
に
退
院
時
共
同

指
導
や
患
者
さ
ん
に
関
わ
る
情
報

共
有
が
充
実
し
た
も
の
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

長崎みなとメディカルセンター 患者総合支援センター　

　　　　　長崎みなとメディカルセンター　患者総合支援センター

TEL. 095-822-3251 (代)　FAX.  095-821-1116 　

作
方

っ
た

経
験

る
よ

対
応

ま
た
、

議
を

し
て
い
た

と
も
共
有

現
在
の

退
院
時
共

T
V
会
議
を
通
し
て

多
職
種
連
携
へ
の
充
実

会は

当
院
の
あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト

T
V
会
議
の
利
用
状
況

ロ
ナ

で
き

先
生

面
と

指
導

る

ト
体

ポ
ー
トえ

ま

と
考
え

あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
で

か
か
り
つ
け
医
と

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
情
報
共
有

会
議

頂
き

コ
ロ当

コ
ロ
ナ
禍
で
の

あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
T
V
会
議
の

活
用
方
法

にす0そ会
議0型もあと患退立

限
が

し
た
。当 会は の会会頂コ、 ナさ

用
方
用
方

酬
改
定

て
い
ま
す

導
は
2

あ
り
、そ

T
V
会

2
0
2

導
は
新
型

の
影
響
も

た
が
、あ

は
9
件

当
院
の
患

お
け
る

棟
へ
の
立

も
制
限

し
た
。当

崎みなとメディカルセンター 患者総合

T
V

同
指
導

支援センター

当
院
の

T
V
会

と
T
V

さ
せ
て
頂

新
型

拡
大
し

棟

　　　　　長

コ
ロ

あ
じ

活
用
活
用

コロナ禍でも退院支援を止めず、
あじさいネットTV会議の利用で促進する

堺屋香織 様
(看護師)
堺屋香織 様
(看護師)

宮川江利 様
(MSW)
宮川江利 様
(MSW)
宮川江利 様宮川江利 様
(MSW)(MSW)

鰐口研人 様
(MSW)
鰐口研人 様
(MSW)
鰐口研人 様鰐口研人 様
(MSW)(MSW)

大塚未央 様
(MSW)
大塚未央 様
(MSW)
大塚未大塚未未央 未央 様様
(MS(MSSW)SW)))

古川眞理子 様
(MSW)

古川眞理子 様
(MSW)

堺屋香織 様堺屋香織 様
(看護師)(看護師)

森俊介 先生
(センター長)
森俊介 先生
(センター長)
森俊介 先生森俊介 先生
(センター長)(センター長)

山下はるか 様
(看護師)

山下はるか 様
(看護師)

山下はるか 様山下はるか 様
(看護師)(看護師)

橋本涼子 様
(MSW)
橋本涼子 様
(MSW)

様様 橋本涼子 様橋本涼子 様
(MSW)(MSW)

八十島りか 様
(看護師)

八十島りか 様
(看護師)
十島りか 様十島りか 様
(看護師)(看護師)

林千鶴子 様
(PSW)
林千鶴子 様
(PSW)

松尾恵子 様松尾恵子 様様様
(副センタ 長(副センタ 長長)長)(副センター長(副センター長長)長)

様様古川眞理子 様古川眞理子 様
(MSW)(MSW)(MSW)(MSW)

様様林千鶴子 様林千鶴子 様
(PSW)(PSW)

鈴木ゆりあ 様
(MSW)

鈴木ゆりあ 様
(MSW)
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《賛助会員様広告欄》

平成31年
あじさいネット

入会

平成31年
あじさいネット

入会

　
病
院
勤
務
の
時
よ
り
、電
子
カ
ル

テ
の
画
面
表
示
を
み
る
と
あ
じ
さ

い
ネ
ッ
ト
経
由
で
紹
介
元
の
先
生

よ
り
閲
覧
さ
れ
て
い
る
有
無
が
わ

か
っ
て
い
た
の
で
、多
少
な
り
と
も

意
識
し
て
い
ま
し
た
。そ
の
意
識
が

あ
る
と
私
の
よ
う
な
無
精
者
に
は
、

し
っ
か
り
カ
ル
テ
を
書
か
な
い
と
い

け
な
い
と
戒
め
に
も
な
っ
て
い
ま
し

た
。

　
今
度
は
、患
者
さ
ん
情
報
を
逆
に

閲
覧
す
る
側
に
な
り
、ど
れ
ほ
ど
便

利
な
も
の
か
？
と
興
味
を
持
っ
て

2
0
1
9
年
7
月
開
院
と
と
も
に

入
会
い
た
し
ま
し
た
。

 

あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
は
自
分
自
身
の

日
々
の
勉
強
に
も
な
り
ま
す
。当
方

に
と
っ
て
は
、得
意
と
す
る
分
野
ま

た
は
そ
れ
以
外
の
分
野
の
勉
強
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。日
々
の
診
療
に

追
わ
れ
、気
づ
い
た
ら
月
日
が
流
れ

て
い
る
と
感
じ
る
次
第
で
す
が
、あ

じ
さ
い
ネ
ッ
ト
で
紹
介
し
た
患
者

さ
ん
の
そ
の
後
を
み
る
と
病
院
の
先

生
が
、自
分
が
気
づ
い
て
い
な
か
っ

た
と
こ
ろ
ま
で
、し
っ
か
り
診
て
て

く
だ
さ
っ
て
い
る
カ
ル
テ
記
載
そ
の

も
の
を
拝
見
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。改
め
て
自
分
の
知
識
を
整
理
す

る
こ
と
と
、最
新
の
知
見
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
 

当
方
は
、在
宅
患
者
さ
ん
の
退
院

前
カ
ン
フ
ァ
ラ
ン
ス
で
、井
上
病
院

と
の
T
V
会
議
を
よ
く
利
用
し
て

い
ま
す
。勿
論
、現
在
は
Z
o
o
m

な
ど
の
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
の
カ
ン

フ
ァ
ラ
ン
ス
も
あ
り
ま
す
が
、あ
じ

さ
い
ネ
ッ
ト
の
T
V
会
議
で
は
、病

院
の
カ
ル
テ
、画
像
、熱
型
な
ど
を

画
面
に
提
示
し
な
が
ら
、そ
れ
を
も

と
に
話
し
合
い
が
で
き
ま
す
。ま
る

で
、そ
の
場
に
い
て
カ
ン
フ
ァ
ラ
ン

ス
を
し
て
い
る
よ
う
な
錯
覚
に
陥
る

ほ
ど
で
す
。

　
在
宅
診
療
に
関
わ
る
ス
タ
ッ
フ
で

あ
る
訪
問
看
護
師
さ
ん
、ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
さ
ん
、ま
た
薬
局
の
先
生
な

ど
の
多
職
種
間
で
も
皆
さ
ん
あ
じ

さ
い
ネ
ッ
ト
に
加
入
さ
れ
て
い
れ

ば
、各
々
別
の
場
所
に
い
て
遠
隔
で

カ
ル
テ
共
有
し
な
が
ら
の
カ
ン
フ
ァ

ラ
ン
ス
も
可
能
だ
と
伺
っ
て
お
り
ま

す
。そ
の
よ
う
な
退
院
前
カ
ン
フ
ァ

ラ
ン
ス
に
も
保
険
点
数
の
縛
り
も

あ
る
よ
う
な
の
で
、現
在
、平
日
の

午
後
診
療
の
開
い
て
い
る
時
間
に
、

私
は
自
分
の
診
療
所
に
い
て
、遠
隔

で
、
病
院
の
先
生
、
患
者
さ
ん
家

族
、最
小
限
の
在
宅
ス
タ
ッ
フ
は
病

院
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、時
間
さ

え
あ
え
ば
T
V
会
議
カ
ン
フ
ァ
ラ
ン

ス
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。以
前
の
よ

う
に
、直
接
集
ま
る
た
め
に
、昼
休

み
時
間
、診
療
終
了
後
の
夕
方
な
ど

無
理
や
り
時
間
を
作
り
、カ
ン
フ
ァ

ラ
ン
ス
し
て
い
た
頃
を
考
え
る
と
雲

泥
の
差
で
す
。コ
ロ
ナ
禍
で
も
な
い

限
り
こ
こ
ま
で
利
用
し
な
か
っ
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、こ
の
T
V
会
議

利
用
は
も
っ
と
多
く
の
方
々
が
使

わ
れ
る
べ
き
か
と
思
い
ま
す
。

　
患
者
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
カ

ブ
ト
ム
シ
を
き
っ
か
け
に
、時
間
を

み
つ
け
息
子
と
一
緒
に
カ
ブ
ト
ム
シ

育
て
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。現
在

20
〜
30
個
近
く
の
卵
を
土
の
中
に

埋
め
て
い
ま
す
。

　
も
う
す
で
に
卵
か
ら
幼
虫
へ
育
っ

て
い
る
も
の
も
あ
り
成
長
の
早
さ
に

驚
く
ば
か
り
で
す
。以
後
は
、約
8

か
月
間
の
幼
虫
の
期
間
、そ
の
後
1

か
月
間
の
蛹
の
期
間
を
経
て
翌
年

の
6
月
頃
よ
り
ふ
化
す
る
流
れ
の

よ
う
で
す
の
で
楽
し
み
に
経
過
を

み
た
い
と
思
い
ま
す
。来
年
の
カ
ブ

ト
ム
シ
誕
生
の
こ
ろ
に
は
是
非
と

も
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
が
少
し
で

も
改
善
し
て
い
る
こ
と
を
期
待
し

て
や
み
ま
せ
ん
。

勤
務
の
時
よ
り
、電
子
カ
ル

テ
の
画
面
表
示
を
み
る
と
あ
じ
さ

い
ネ
ッ
ト
経
由
で
紹
介
元
の
先
生

病
院
勤

テ
の
画
面

あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
へ
の

入
会
の
き
っ
か
け

利
用
は
も

病しo
m

ブ

ム
シ も

っ
と
多
く
の
方
々
が
使

き
か
と
思
い
ま
す
。

さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
カ

を
き
っ
か
け
に
、時
間
を

院
し
てm

利
用
は
も

わ
れ
る
べ
き

患
者
さ

ブ
ト
ム
シ

休
日
は
息
子
と
一
緒
に

カ
ブ
ト
ム
シ
の
飼
育

る
こ
と
と

前
カ
ン
フ

カ
ル

、最
新
の
知
見
を
学
ぶ
こ

ま
す
。

は
、在
宅
患
者
さ
ん
の
退

ァ
ラ
ン
ス
で
、井
上
病退病退
院院

る
こ
と
と

と
が
で
き

当
方
は

前
カ
ン
フ

ル

あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
の

T
V
会
議
シ
ス
テ
ム
の

利
便
性
に
感
激

2
0
1
99
年
7
月
開
院
と
と
も
に

し
ま
し
た
。

2
0
1
9

入
会
い
た

あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
で

日
々
勉
強

あじさいネットで自分の知識の整理と
最新の知見を学ぶ

はらだ内科医院　TEL. 095-801-3333　FAX. 095-801-3331  E-mail: taka-s562@grace.ocn.ne.jp  

はらだ内科医院　院長　原田　義高　先生
はらだ よしたか

Member ’ s  Interv iew vol .93長　崎
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あじさいネット説明同意書の送付先一覧
医療機関名・受付時間（　　　）日曜・祝日は

全施設受付なし FAX番号 電話番号
（ 2021 年 7 月現在：情報提供病院 10 施設 ）

同じ病院内でも違う番号（代表番号等）あてにFAXすると、処理に時間がかかる場合があります。
あじさいネット説明同意書は、必ずこの表に記載のFAX番号あてに送信してください。

五
島
・
壱
岐
・
対
馬

県
央
・
佐
賀
・
島
原

0120-731-063

0120-378-375

0120-82-2970

0120-1388-35

0957-54-1165

0957-36-7072

0957-22-2903

0957-43-2870

0957-54-8752

0957-25-7053

0120-473-489

0957-63-6544

0959-52-8150

0959-75-0657

0920-47-1136

0920-48-1655

0120-765-191

0120-731-062

0957-52-1800

0956-82-3121

0957-22-1380

0957-54-1161

0957-36-3950

0957-22-0370

0957-43-2111

0957-47-5200

0957-25-4800

0954-43-1213

0957-63-1145

0959-52-3000

0959-72-3181

0920-47-1135

0920-47-0023

0920-54-7172

地域医療連携室

地域医療連携室

地域医療支援センター

医療連携室

地域医療連携室

地域医療連携室

医療連携室

医療連携室

地域医療連携室

地域医療連携室

地域医療連携室

地域医療支援センター

地域医療連携室

地域医療連携室

地域包括健康増進センター

地域連携課

地域連携室

国立病院機構 長崎医療センター

市立大村市民病院

国立病院機構 長崎川棚医療センター

諫早総合病院

貞松病院

愛野記念病院

諫早記念病院

日赤長崎原爆諫早病院

南野病院

宮崎病院

国立病院機構 嬉野医療センター

長崎県島原病院

長崎県上五島病院

長崎県五島中央病院

長崎県壱岐病院

光武内科循環器科病院

長崎県対馬病院 
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あじさいネット説明同意書の送付先一覧
医療機関名・受付時間（　　　）日曜・祝日は

全施設受付なし FAX番号 電話番号
（ 2021 年 10 月現在：情報提供病院 3７施設 ）

長
崎
市

県
北

地域医療連携室

地域連携室

地域医療連携センター

患者総合支援センター

病診連携室

地域医療連携センター

地域連携科

地域連携室

地域連携室

診療録管理室

地域医療連携室

地域連携室

地域医療連携室

地域連携・入退院支援センター

医局

地域連携室

地域連携センター

地域医療連携センター

医療連携室

地域医療連携室

光晴会病院 

十善会病院

長崎大学病院

長崎みなとメディカルセンター

日赤長崎原爆病院

済生会長崎病院

聖フランシスコ病院

井上病院

長崎記念病院

長崎北病院

虹が丘病院

上戸町病院

国立病院機構 長崎病院

重工記念長崎病院

長崎北徳洲会病院

長崎百合野病院

佐世保市総合医療センター 

佐世保中央病院

佐世保共済病院

長崎労災病院

0120-573-632

095-801-2590

095-819-7305

095-821-1116

0120-845-262

095-827-7025

095-845-7600

095-849-6622

095-871-1510

095-886-8707

095-856-1102

095-832-5616

095-808-0176

095-801-5520

095-813-5862

0120-857-057

0956-24-0474

0800-7000-070

0120-12-2067

0120-666-437

095-857-3563

095-801-2599

095-819-7930

095-822-3251

0120-845-261

095-827-7021

095-846-2553

095-844-1281

095-871-1515

095-886-8700

095-856-1112

095-832-5615

095-824-2788

095-801-5517

095-813-5861

095-857-3366

0956-24-1515

0120-33-8293

0956-22-5136

0956-49-2191
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《賛助会員様広告欄》

あじさいネットを利用し
患者様との良好な関係を構築

　
あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
を
知
っ
た
の
は

14
年
以
上
前
、長
崎
医
療
セ
ン
タ
ー

に
勤
務
す
る
少
し
前
で
し
た
。同
病

院
に
勤
務
し
て
い
た
同
級
生
と
話

を
す
る
中
で
、あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
の

話
題
と
な
り
ま
し
た
。「
そ
ん
な
シ

ス
テ
ム
が
あ
る
の
か
、便
利
な
世
の

中
に
な
っ
た
な
」と
感
心
し
た
の
を

思
い
出
し
ま
す
。そ
の
後
、長
崎
医

療
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
し
ま
し
た
が
、

そ
の
時
は
カ
ル
テ
を「
見
ら
れ
る
立

場
」で
し
た
の
で
、電
子
カ
ル
テ
に
、

「
あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
登
録
」の
記
載

が
あ
る
と
、少
し
緊
張
し
た
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。2
0
0
8
年
に
開
業

し
、す
ぐ
に
あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
に
入

会
し
ま
し
た
。

　
あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
を
知
っ
た
の
は

14
年
以
上
前
、長
崎
医
療
セ
ン
タ
ー

に
勤
務
す
る
少
し
前
で
し
た
。同
病

院
に
勤
務
し
て
い
た
同
級
生
と
話

を
す
る
中
で
、あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
の

話
題
と
な
り
ま
し
た
。「
そ
ん
な
シ

ス
テ
ム
が
あ
る
の
か
、便
利
な
世
の

中
に
な
っ
た
な
」と
感
心
し
た
の
を

思
い
出
し
ま
す
。そ
の
後
、長
崎
医

療
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
し
ま
し
た
が
、

そ
の
時
は
カ
ル
テ
を「
見
ら
れ
る
立

場
」で
し
た
の
で
、電
子
カ
ル
テ
に
、

「
あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
登
録
」の
記
載

が
あ
る
と
、少
し
緊
張
し
た
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。2
0
0
8
年
に
開
業

し
、す
ぐ
に
あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
に
入

会
し
ま
し
た
。

　　
一
番
使
っ
て
い
る
の
は「
あ
じ
さ
い

ネ
ッ
ト
サ
ー
フ
ィ
ン
」
的
な
利
用
で

す
。特
定
の
目
的
が
な
く
て
も
、登

録
患
者
さ
ん
の
情
報
を
適
宜
閲
覧

し
て
い
ま
す
。特
に
カ
ル
テ
一
覧
で

上
位
に
配
置
さ
れ
て
い
る
患
者
さ

ん
は
基
幹
病
院
で
直
近
に
診
療
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、確
認
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。基
幹
病
院
で

の
検
査
結
果
な
ど
を
確
認
し
て
お

く
こ
と
で
当
院
で
の
診
療
が
ス
ム
ー

ズ
に
な
り
ま
す
し
、情
報
を
確
認
し

て
い
る
こ
と
を
患
者
さ
ん
に
伝
え
る

と
、喜
ば
れ
る
こ
と
が
多
く
、患
者

さ
ん
と
の
関
係
構
築
に
も
役
立
っ
て

い
ま
す
。

「
あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
サ
ー
フ
ィ
ン
」で

は
基
幹
病
院
で
の
診
療
を
垣
間
見

る
こ
と
が
出
来
ま
す
の
で
、参
考
に

さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。開
業
を

す
る
と
他
の
先
生
方
の
診
療
ス
タ
イ

ル
を
知
る
機
会
が
な
く
、独
り
よ
が

り
の
診
療
に
な
り
が
ち
で
す
が
、あ

じ
さ
い
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
情
報
の
閲

覧
は
自
身
の
診
療
レ
ベ
ル
維
持
に

も
役
立
つ
と
思
っ
て
い
ま
す
。こ
れ

に
関
し
て
は
あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
本
来

の
目
的
か
ら
逸
脱
す
る
よ
う
な
気

も
し
ま
す
の
で
、基
幹
病
院
の
先
生

方
に
は
申
し
訳
な
い
気
も
し
ま
す
。

　
今
の
と
こ
ろ
特
に
不
満
は
な
く
、

有
効
に
活
用
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。逆
に
機
能
が
増
え
て
き
て
、使

い
き
れ
て
い
な
い
状
態
で
す
。こ
れ

に
関
し
て
は
私
の
勉
強
不
足
な
の

で
、不
満
点
で
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
。

閲
覧
側（
開
業
医
）に
メ
リ
ッ
ト
の

多
い
と
感
じ
る
あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
で

す
が
、基
幹
病
院
の
先
生
方
に
も
メ

リ
ッ
ト
が
あ
っ
て
欲
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。例
え
ば
、紹
介
に
対
す
る

お
返
事
、逆
紹
介
の
際
の
診
療
情
報

提
供
書
は
、あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
登
録

患
者
で
あ
れ
ば
、シ
ン
プ
ル
な
も
の

で
も
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。基
幹
病
院

の
先
生
方
か
ら
の
診
療
情
報
提
供

書
は
非
常
に
丁
寧
に
記
載
さ
れ
、か

つ
多
く
の
資
料
が
添
付
さ
れ
て
お

り
、そ
の
準
備
の
労
力
を
考
え
る
と

申
し
訳
な
く
思
え
る
ほ
ど
で
す
。あ

じ
さ
い
ネ
ッ
ト
へ
の
登
録
の
同
意
が

得
ら
れ
る（
得
ら
れ
て
い
る
）、と
い

う
前
提
が
必
要
で
は
あ
り
ま
す
が
、

「
当
院
へ
の
紹
介
状
は
簡
潔
で
良
い

で
す
よ
！
」と
声
を
大
に
し
て
言
っ

て
お
き
た
い
で
す
ね
。こ
の
こ
と
を

基
幹
病
院
の
先
生
方
に
広
報
で
き

る
機
会
が
あ
れ
ば
良
い
と
感
じ
ま

す
。あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
基

幹
病
院
の
先
生
方
、
開
業
医
の

w
i
n
ー
w
i
n
の
関
係
が
構
築

で
き
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

　
二
人
の
娘
は
高
校
生
・
中
学
生
と

な
り
、家
族
み
ん
な
で
出
か
け
る
機

会
は
減
り
ま
し
た
。と
い
う
よ
り
、

娘
が
相
手
を
し
て
く
れ
な
く
な
り

ま
し
た
…
…
。代
わ
り
に
飼
っ
て
い

る
猫
と
戯
れ
て
い
ま
す
。
白
猫
「
ベ

ル
」は
と
て
も
人
懐
っ
こ
く
、癒
さ
れ

ま
す
。数
年
前
か
ら
ピ
ア
ノ
を
や
っ

て
い
ま
す
が
、な
か
な
か
上
達
し
な

い
の
で
、挫
折
気
味
で
す
。た
だ
暇
つ

ぶ
し
、気
分
転
換
に
は
な
り
ま
す
の

で
、ピ
ア
ノ
は
マ
イ
ペ
ー
ス
で
続
け

よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

たなか循環器内科 

たなか循環器内科　院長   田中　協栄　先生
 たなか

TEL. 0957-50-0320　FAX. 0957-50-0319　E-mail : tanaka.clinic@cnc.bbiq.jp

きょうえ

あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
を
ネ
ッ
ト

サ
ー
フ
ィ
ン
的
に
利
用

開
業
医
と
基
幹
病
院
の
先
生

方
と
の
良
い
関
係
を
構
築

あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
を

知
る
き
っ
か
け

Member ’ s  Interv iew vol .94大　村

があ閲にれ来気

w
i
n
ー
w
i
n
の
関
係
が
構

で
き
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

二
人
の
娘
は
高
校
生
・
中
学
生

な
り
、家
族
み
ん
な
で
出
か
け
る

休
日
の
過
ご
し
方

有すいにで

平成20年
あじさいネット

入会

平成20年
あじさいネット

入会
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シニアディレクター 田中 良樹 氏シニアディレクター田中 良樹 氏

クロスインダストリービジネス本部

  　
私
自
身
は
2
0
0
8
年
に

H
um
anBridge

の
前
身
で
あ
る

地
域
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
を
長
崎
医
療
セ
ン
タ
ー
様
に
導

入
し
た
の
が
最
初
で
し
た
。そ
の

後
あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
が
大
村
市
か

ら
長
崎
市
に
拡
大
す
る
に
あ
た
っ

てHum
anBridge

の
開
発
、そ
の

後
全
県
に
拡
が
っ
た
各
医
療
機
関

様
へ
の
導
入
の
ご
支
援
に
携
わ
ら

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
の
運
営
に
あ

た
っ
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お

ら
れ
る
先
生
方
が
、他
地
区
と
比

較
し
て
と
て
も
多
く
、チ
ー
ム

ワ
ー
ク
が
良
い
と
感
じ
て
い
ま

す
。ま
た
会
費
を
中
心
に
補
助
金

に
頼
ら
ず
に
運
営
さ
れ
て
い
る
点

は
、他
地
区
か
ら
見
て
も
参
考
に

な
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　H
um
anBridge

を
導
入
い
た

だ
い
て
い
る
病
院
様
、ご
利
用
い

た
だ
い
て
い
る
診
療
所
様
、薬
局

様
な
ど
を
中
心
に
関
わ
ら
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。私
自
身
は
開

迎
い
入
れ
て
く
だ
さ
る
の
で
、い

つ
も
大
変
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。

　
長
崎
の
海
が
あ
り
対
岸
に
陸

が
あ
り
そ
れ
を
結
ぶ
橋
が
あ
る

風
景
が
、私
が
育
っ
た
下
関
と
似

て
い
て
い
る
な
と
親
近
感
を
覚
え

て
い
ま
す
。長
崎
の
観
光
ス
ポ
ッ

ト
は
修
学
旅
行
で
ま
わ
り
ま
し

た
が
、時
間
を
作
っ
て
改
め
て

回
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
魚
が
と
て
も
美
味
し
い
の
が

魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。

　
大
村
に
行
っ
た
際
は
じ
げ
も
ん

屋
さ
ん
、長
崎
は
た
く
さ
ん
美
味

し
い
お
店
が
あ
り
ま
す
が
、コ
ロ

ナ
禍
に
な
る
前
は
〆
で
満
福
さ

ん
の
カ
レ
ー
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
を
食
べ

る
の
が
恒
例
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。ま
た
バ
タ
バ
タ
と
飛
行
機
で

移
動
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
、よ

く
空
港
に
あ
る
牡
丹
さ
ん
で
ち
ゃ

ん
ぽ
ん
や
皿
う
ど
ん
を
食
べ
て

帰
っ
て
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
で
長

崎
の
美
味
し
い
も
の
を
堪
能
す
る

機
会
が
な
く
な
っ
て
い
る
の
は
残

念
な
限
り
で
す
。ま
た
長
崎
を
訪

問
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
ら
ぜ
ひ
美
味

し
い
お
店
を
紹
介

し
て
く
だ
さ
い
。

発
部
門
で
あ
る
た
め
直
接
病
院

様
と
接
す
る
機
会
は
そ
れ
ほ
ど

多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、あ
じ
さ

い
ネ
ッ
ト
研
究
会
は
じ
め
、直
接

お
話
を
聞
け
る
機
会
は
大
変
貴

重
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、地
域
包
括
ケ
ア
や
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
な
ど
、地
域
社
会

を
ど
の
よ
う
に
構
築
し
て
い
く
か

が
益
々
重
要
と
な
っ
て
く
る
と
考

え
て
い
ま
す
が
、あ
じ
さ
い
ネ
ッ

ト
様
に
は
、地
域
で
協
力
し
な
が

ら
豊
か
な
社
会
を
実
現
し
て
い

く
モ
デ
ル
の
先
駆
者
で
あ
り
続

け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。富
士
通
J
a
p
a
n
と
し
て

は
、あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
様
に
学
ば

せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、ヘ
ル
ス

ケ
ア
だ
け
で
な
く
行
政
、教
育
、

民
需
分
野
に
も
専
門
部
隊
が
あ

り
ま
す
の
で
、こ
れ
を
活
か
し
て

豊
か
な
長
崎
の
実
現
に
向
け
た

ご
提
案
を
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
全
国
的
に
み
て
も
運
営
が
し
っ

か
り
し
て
お
り
、活
発
に
利
用
さ

れ
て
い
て
他
地
区
の
模
範
と
な
る

地
域
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
だ
と
思

い
ま
す
。ま
た
研
究
会
後
の
懇
親

会
な
ど
で
は
ベ
ン
ダ
ー
も
温
か
く

7つの質
問

富士通Japanは、富士通および関連会社のうち、ヘルスケア、行
政、教育、民需と地域社会に関わる部門が集まり、地域での課題

解決力の強化を目指し発足した会社です。あじさいネット様向けにはHumanBridge、各医療機関様向
けには電子カルテを中心とした各ソリューションを提供させていただいています。

富士通Japan株式会社

で
すよう

ひ
美

を
紹

さ
い
。 う美紹

ま
た
長
崎
を
訪

ま
た
長
崎
を
訪

ま
た
長
崎
を
訪

う
に

美
味

紹
介
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病診連携・病薬連携・病病連携
（カルテ共有）
情報提供病院のカルテ、画像、検査結
果などの診療情報を共有することで、過
去の病歴や併存症を正確に把握し、よ
り質の高い医療提供に役立てられま
す。

多職種連携（在宅医療）
複数の医療機関の様々な職種の方々と
の間で患者さんの情報を共有できま
す。在宅医療や専門に特化した診療に
役立てられます。

あじさいネットに繋がる端末に、カメラ
や音声機器をセットし、あじさいネット
にログインすれば、どこでも手軽にＴＶ
会議やカンファランスに参加できます。

AMEC  ＴＶ会議

す。

あじさいネット内でのみ送受信できる
メールサービスです。高度に暗号化され
ているので安全に患者さんの診療情報
を他院に送ることができます。

セキュアメール（暗号化メール） 検査データ共有サービス
外注検査会社に依頼した検査結果を
あじさいネット上で閲覧できます。さら
にこの検査結果を他の診療所や病院と
共有することが可能です。

周産期医療支援ネットワークシステム
「すくすく」
母子の記録・情報を管理し、安全な出
産と健全な発育の支援をしています。ま
た、救急搬送時、周産期センター側は、
妊婦さんの到着前に詳細な妊婦さんと
胎児の経過を把握することが可能で
す。

医療従事者の知識・技術取得向上の為
に開催されている研修会や講演会を録
画配信していますので、あじさいネット
上でいつでも視聴できます。

AMEC  ビデオ配信

糖尿病を持つ患者さんの診療情報を複
数の医療機関で共有し、糖尿病診療の
質向上を目指しています。

糖尿病疾病管理

あじさいネットは長崎県内の医療機関をつなぐネットワークシステムです。
あじさいネットは病診連携の機能だけでなく

様々な機能を加えながら、「進化」し続けています。

地域連携パス【テスト運用中】
診療所と情報提供病院の医師が、患者
さんの治療を協力して行うために治療
経過を共有する治療計画表・管理表の
電子版です。専門外の分野でも安心し
て診療ができるようシステムサポートし
ています。

より良い医療のために
あなたも、あじさいネットに参加しませんか。

時間外対応サービス
夜間休日でも新規患者の病診連
携・病薬連携・病病連携(カルテ共
有)が行えるサービスです。夜間休
日は病院の登録窓口が閉まってい
るため患者登録ができまんせんで
したが、あじさいネットではそれが
可能になりました。
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【閲覧施設用】

095-844-1111

あじさいネット事務局
（長崎県医師会内） 

申請書類ダウンロード：あじさいネットホームページ申請書類ダウンロード：あじさいネットホームページ

http://www.ajisai-net.org/
「医療関係の皆さま」→「入会・退会申請書」のページ
 からダウンロードしてください。

あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
は
、
医
療
関
係
機
関
を
強

固
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ
な

ぎ
、
様
々
な
情
報
を
や
り
と
り
で
き
る
全
国
屈

指
の
医
療
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
で
す
。

あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
上
で
は
、
情
報
提
供
病
院

の
診
療
情
報
を
閲
覧
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
と

し
て
、
そ
の
他
に
も
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
・
機
能

を
提
供
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
さ
ら
な
る
機

能
拡
張
・
追
加
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

入
会
申
し
込
み
か
ら
ご
利
用
開
始
ま
で
の
手

順
は
、
左
記
の
通
り
で
す
。
た
く
さ
ん
の
医
療

関
係
機
関
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

 

特
別
な
機
器
は
不
要
で
す 

通
常
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
で
き
るW

indow
s

パ
ソ
コ
ン
環
境
が
あ
れ
ば
お
申
し
込
み
で
き
ま
す

（
M
a
c 

O
S
で
は
動
作
保
証
な
し
）。

そ
れ
以
外
に
事
前
に
準
備
す
る
も
の
は
あ
り

ま
せ
ん
。（
※
）

 

モ
バ
イ
ル
で
も
使
え
ま
す 

あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
は
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
で
も
利
用
で

き
、
在
宅
診
療
等
に
と
て
も
有
用
な
ツ
ー
ル
と

な
り
ま
す
。
た
だ
し
ご
利
用
で
き
る
の
は
パ
ソ

コ
ン
で
あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き
る

（
V
P
N
機
器
が
設
置
さ
れ
て
い
る
）
会
員
施

設
限
定
で
、ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
の
み
で
の
入
会
利
用
は

で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、通
常
の
利
用
料
と
別
に
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
１
台

に
つ
き
月
額
7
7
0
円
が
必
要
で
す
。（
※
）

（※）

運用講習会を受講する 機器を設置する

初期費用・利用料のお支払い

ご利用開始

入会申請書を提出する

施設が新規に入会する時に必要な書類

入会申請から利用開始までの流れ

※ 

暗
号
化
通
信
お
よ
び
本
体
紛
失
時
対
応
の
た
め
の
証
明

書
ラ
イ
セ
ン
ス
料
に
な
り
ま
す
。 

会員区分とご利用料金

※ ５人以上入会する施設は会費が割引になります。
    詳しい金額は事務局へお問い合わせ下さい。

※ 情報提供病院はこの表と金額が異なります。

※ 所属団体（医師会、薬剤師会等）が
入会されている場合は、入会金が
無料になります。

※ 施設の種別が「病院」の場合は病床
数により金額が変わります。詳しく
は事務局へお尋ねください。

利用できる機能

総会議決権

（月額3,000 円） （月額1,000 円） （月額200 円）
36,000 円

正会員 システム料
（VPN機器１台）

年 会 費
（１年分一括払い）

あじさいネット
基本機能全て

×○ ×

あじさいネット
基本機能全て

希望する
1機能のみ

12,000 円
（月額1,000 円）
12,000 円2,400 円

ウィルス対策ソフト
ライセンス料

（パソコン１台毎）

3,000 円

＊１施設において、少なくとも1人は正会員となります。「準会員」または「ポータル会員」は、2人目以降の入会者について選択可能となります。

入会金
（１施設ごと）

50,000 円 30,000 円

初期設定費用
（VPN機器１台）

準会員＊ ポータル会員＊

（価格は全て税込です）

入会時の費用閲覧施設の皆さまが
入会する場合の

閲覧施設の
皆さまの

※ 

T
V
会
議
を
利
用
す
る
に
は
パ
ソ
コ
ン
に
接
続
で
き
る

マ
イ
ク
・
ス
ピ
ー
カ
ー
・
W
E
B
カ
メ
ラ
が
必
要
で
す
。 

所属団
体が

入会済
なら

無料！



こ
の
広
報
誌
の
ご
感
想
を
ぜ
ひ
、
あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト

拡
充
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
室
ま
で
お
寄
せ
下
さ
い
。

V
ol.  4

0
 2
0
2
1
.1
0

漫画制作：  たくま医院 院長　詫摩和彦先生
（長崎市医師会所属／長崎在宅Dr.ネット副理事長）

 

あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
の
病
病
連
携
は
、2
0
1
3
年
に
長

崎
市
全
情
報
提
供
病
院
と
離
島
地
域
の
情
報
提
供
病

院
間
で
協
定
書
を
結
び
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。こ
れ
ま

で
、情
報
提
供
病
院
間
で
の
診
療
情
報
共
有
、T
V
会

議
の
利
用
、多
職
種
連
携
機
能
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
パ
ス
の

利
用
、代
行
同
意
運
用
に
よ
る
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
や

搬
送
前
ト
リ
ア
ー
ジ
な
ど
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。特

に
T
V
会
議
は
、電
子
カ
ル
テ
画
面
そ
の
も
の
を
共
有

で
き
る
た
め
、コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
や
専
門
カ
ン
フ
ァ

ラ
ン
ス
は
も
ち
ろ
ん
、退
院
調
整
で
の
利
用
に
も
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。な
お
、代
行
同
意
書
を
利
用
し
た
搬
送

前
ト
リ
ア
ー
ジ
は
、長
崎
み
な
と
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

整
形
外
科
と
長
崎
大
学
病
院
外
傷
セ
ン
タ
ー
間
で
始
ま

り
ま
し
た
が
、福
岡
県
第
一
号
と
し
て
入
会
し
た
福
岡

和
白
病
院
と
壱
岐
病
院
お
よ
び
対
馬
病
院
間
で
も
頻

繁
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、訪
問
看
護
部
門
を
持

つ
日
赤
長
崎
原
爆
病
院
、井
上
病
院
、重
工
記
念
病
院
、

十
善
会
病
院
で
は
、多
職
種
連
携
機
能
の
利
用
も
進
み

つ
つ
あ
り
ま
す
し
、CO

V
ID
-19

禍
に
よ
り
、訪
問
診
療

へ
の
移
行
前
の
退
院
時
共
同
指
導
で
の
T
V
会
議
利
用

も
増
え
て
い
ま
す
。同
様
に
、CO

V
ID
-1
9

の
影
響
と
し

て
、長
崎
大
学
病
院
と
井
上
病
院
で
は
外
来
全
端
末
か

ら
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
で
あ
る
Y
a
D
o
c

そ
の
も
の
が
利
用
で
き
る
よ
う
設
定
し
、手
軽
な
オ
ン
ラ

イ
ン
診
療
に
加
え
、井
上
病
院
で
は
、Y
a
D
o
c
を
使
っ

た
患
者
へ
の
栄
養
指
導
も
始
め
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
電

子
カ
ル
テ
端
末
か
ら
の
Y
a
D
o
c
利
用
は
、他
の
情
報

提
供
病
院
で
も
設
定
可
能
で
す
。ま
た
、Y
a
D
o
c
を
利

用
す
る
た
め
に
は
患
者
さ
ん
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
無

料
の
Y
a
D
o
c
ア
プ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
が
、こ
の
ア
プ
リ
上
で
、自
宅
で
の
体
温
や
血

圧
、S
p
O
2
等
の
バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
や
疾
患
毎
の
症
状

等
を
入
力
で
き
、電
子
カ
ル
テ
上
の
Y
a
D
o
c
ア
プ
リ

か
ら
こ
の
結
果
を
遠
隔
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
き
る
の
で
、診

察
時
に
自
宅
で
の
デ
ー
タ
経
過
を
把
握
し
な
が
ら
の
診

療
や
状
態
変
化
時
の
遠
隔
評
価
や
介
入
が
可
能
で
す
。

他
県
で
も
、こ
う
い
っ
た
機
能
は
、CO

V
ID
-1
9

自
宅
療

養
患
者
の
観
察
に
活
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、も
ち
ろ

ん
そ
の
よ
う
な
利
用
も
可
能
で
す
。さ
ら
に
、長
崎
大
学

病
院
の
リ
ウ
マ
チ
・
膠
原
病
内
科
や
皮
膚
科
・
ア
レ
ル

ギ
ー
科
、呼
吸
器
内
科
で
は
本
機
能
を
使
っ
た
臨
床
研

究
も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。一
方
、長
崎
県
の
離
島
支
援

と
し
て
は
、あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
上
の
救
急
画
像
診
断
支
援

シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
、離
島
で
の
救
急
画
像
を
N
H
O
長

崎
医
療
セ
ン
タ
ー
が
診
断
支
援
し
て
き
ま
し
た
が
、本

機
能
を
利
用
し
た
、長
崎
大
学
病
院
の
放
射
線
科
、脳

神
経
外
科
、脳
神
経
内
科
に
よ
る
時
間
外
救
急
に
対
す

る
画
像
診
断
支
援
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、佐
世

保
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
放
射
線
科
で
も
本
機
能
を
利
用

し
、救
急
車
搬
入
前
に
紹
介
元
病
院
で
の
画
像
を
診
断

す
る
こ
と
で
、搬
入
直
後
の
急
性
期
医
療
に
役
立
て
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、多
く
の
情
報
提
供
病
院
が
あ
じ
さ
い

ネ
ッ
ト
の
様
々
な
機
能
を
う
ま
く
活
用
し
、新
た
な
利

用
法
を
進
め
て
お
り
ま
す
。ま
だ
、ご
利
用
の
無
い
病
院

で
も
、是
非
、積
極
的
な
ご
利
用
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

情
報
提
供
病
院
で
の
あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
利
用
が
活
発
化
し
て
き
ま
し
た

こ
の
広
報
誌
の
ご
感
想
を
ぜ
ひ
、

あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
拡
充
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
室

ま
で
お
寄
せ
下
さ
い
。

ajisai-project@
nag

asaki.m
ed.or.jp

あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
同
意
書

あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
代
行
同
意
書

が
新
し
く
な
り
ま
し
た

「
長
崎
医
療
セ
ン
タ
ー
」

 

が
病
病
連
携
を
開
始
し
ま
し
た

病病連携が行える情報提供病院
●光晴会病院
●十善会病院
●長崎大学病院
●長崎みなとメディカルセンター
●日赤長崎原爆病院
●済生会長崎病院
●聖フランシスコ病院
●井上病院
●長崎記念病院
●長崎北病院

●虹が丘病院
●上戸町病院
●国立病院機構 長崎病院
●重工記念長崎病院
●長崎北徳洲会病院
●長崎百合野病院
●長崎県上五島病院
●長崎県五島中央病院
●佐世保市総合医療センター
●長崎医療センター

　
長
崎
医
療
セ
ン
タ
ー
と
あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
は
8
月

9
日
に
、病
病
連
携
を
締
結
い
た
し
ま
し
た
。こ
れ
に

よ
り
、長
崎
市
と
五
島
地
域
・
県
北
地
域
に
引
き
続

き
県
央
地
域
が

初
め
て
加
わ

り
、
合
計
20
の

情
報
提
供
病
院

間
に
お
い
て
の

相
互
連
携
が
可

能
と
な
り
ま
し

た
。今
後
、県
央

地
域
の
他
の
病

院
も
参
加
し
て

く
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　
あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
で
は
、会
員
様
の
利
便
性
を

考
慮
し
、同
意
書
を
改
訂
い
た
し
ま
し
た
。改
訂
し

た
同
意
書
は
次
の
3
つ
で
す
。

● 

あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
同
意
書

● 

あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
代
行
同
意
書

● 

時
間
外
専
用
同
意
書

「
あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
同
意
書
と
時
間
外
専
用
同
意

書
」「
あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
代
行
同
意
書
と
時
間
外
専

用
同
意
書
」を
統
一
し
、平
日
時
間
内
と
夜
間
休
日

の
区
分
を
無
く
し
、同
じ
同
意
書
に
て
利
用
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
の
同
意
書

を
印
刷
し
て
い
る
方
は
印
刷
を
破
棄
し
て
い
た
だ

き
、新
同
意
書
を
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。新
同
意
書

は
あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ 

ま
た
は 

あ
じ
さ
い

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
よ
り
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

説明同意書

医療機関の方へ

代行
同意

時間外登録委託業者：㈱NTTデータ中国 TEL：0120-24-9980
※夜間・休日にFAX送信から1時間以上、作業報告書ＦＡＸが届かない場合は上記の電話番号にご連絡をお願いします。

  Ver.210823様式 D-05-00
※ ㈱ NTTデータ中国
　作業記入欄

他の拠点病院での
同意書作成歴 なし  　・ 　あり

（自署）

〒

（自署）

フリガナ

患者さま
氏 名

生年月日

住　　所

電話番号
   年　　　 月　　　 日生

明治・大正・昭和・
平成・令和

続柄

患者さま署名・記入欄

病院名

性 別

旧 姓

男　・　女

代理人記入の場合 代理人氏名
（※2親等以内の方に限ります）

２０   　  年　　   月　 　 日記入日（西暦）

【必須】
【必須】

【必須】

【夜間休日は必須】

【必須】

【必須】

【夜間休日は必須】

⑭

⑮

⑱

⑲

⑯

⑬

⑰

● 平日（自院の受付時間内）　　　　  　　自院の連携業務担当部署
● 夜間（16：30～9：30）・休日（24時間）　  時間外受付：082-505-4530

FAX送付
場所

閲覧する
医療機関名

診療科
(または所属部署）

電話番号
FAX番号

閲覧する職員氏名 閲覧する職員氏名あじさい会員ＩＤ

※できる限りご記入ください
相手側病院での
当該患者ＩＤ番号

る
す
覧
閲
を
報
情

 

関
機
療
医
先
手
相

⑧

⑪

⑫ ⑫

⑨

⑩

情報を提供する
医療機関名

診療科
(または所属部署）

電話番号

緊急連絡先

FAX番号

あじさい会員ＩＤ説明をした
職員氏名

※必ずご記入ください自院での
当該患者ＩＤ番号

る
す
を
供
提
報
情

）
院
自
（
関
機
療
医 ④

⑤

⑥ ⑦【必須】

】須必【】須必【

【必須】

【必須】

【必須】

【必須】 【必須】 【必須】

【必須】

【必須】

あじさい会員ＩＤ【必須】

（自署）
フリガナ

説明同意書

※ ㈱ NTTデータ中国
　作業記入欄

● 平日（各病院の受付時間内）　　　　　　  情報提供病院
● 夜間（16：30～9：30）・休日（24時間）　　 時間外受付：082-505-4530FAX送付場所

時間外登録委託業者：㈱NTTデータ中国 TEL：0120-24-9980
※夜間・休日にFAX送信から1時間以上、作業報告書ＦＡＸが届かない場合は上記の電話番号にご連絡をお願いします。

院長　殿

④

私は下記の説明者から、あじさいネットに関する説明並びに説明文書の交付を受け、その目的及び利用方法などを理
解しましたので、下記医療機関において長崎地域医療連携ネットワークシステムに参加し、私の診療情報が私の受ける
共同診療に活用されることに同意します。

原本郵送先 連携先病院の担当部署（地域連携室等） ※連絡先は最終ページに記載されています

（自署）

連携先病院での
上記患者ＩＤ番号

電話番号 FAX番号

自院での
上記患者ＩＤ番号

いさだく入記ごり限るきで※いさだく入記ごず必 ※

氏　名 あじさい会員ＩＤ

あじさい会員ＩＤ

診療科
（または所属部署）

職　種

職種

医師 ・ 薬剤師 ・ 看護師 ・ MSW

この同意書を取得できる職種は【 医師・薬剤師・看護師・MSW 】です。

氏　名 あじさい会員ＩＤ

医療機関記入欄

※職種については右記の番号をご記入ください（①：医師、②薬剤師、③看護師、④MSW）

● 説明をした職員と同じ医療機関の方のみ、下記にご記入ください。（所属医療機関が違う場合は別途、同意の取得が必要です）

医療機関名

緊急連絡先

他の拠点病院での
同意書作成歴 なし  　・ 　あり

（自署）

〒

（自署）

フリガナ

患者さま
氏 名

生年月日

住　所

電話番号   年　　　 月　　　 日生
明治・大正・昭和・
平成・令和

続柄

患者さま署名・記入欄

病院名

性 別

旧 姓

男　　・　　女

代理人記入の場合 代理人氏名
（※2親等以内の方に限ります）

２０    　   年　　     月　 　   日記入日（西暦）

【必須】

【必須】

【必須】

【必須】

【夜間休日は必須】

【必須】

【必須】

】須必【】須必【

【必須】

【必須】

【必須】

【必須】

【必須】

⑭

⑮

⑱

⑲

⑯

⑬

⑰

⑤

⑧

⑨ ⑩

⑪

説明をした
職員氏名

フリガナ

同様に利用する職員
職種

（該当に◯）

⑫

診療科（または所属部署） 診療科（または所属部署）

国立病院機構 長崎医療センター 市立大村市民病院 貞松病院
国立病院機構 長崎川棚医療センター  日赤長崎原爆諫早病院 愛野記念病院
国立病院機構 嬉野医療センター  諫早記念病院 南野病院
ＪＣＨＯ諫早総合病院 宮崎病院 長崎県島原病院

様式    -00-01B    Ver.210823

閲覧施設




